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三
島
由
紀
夫
「
美
し
い
星
」
論

啄

藤
井
哲
史

　
「
美
し
い
星
」
は
、
昭
三
七
年
一
～
一
一
月
「
新
潮
」
に
発
表
さ
れ
、
同
年
一
〇

月
二
〇
日
に
新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
三
島
は
こ
の
「
美
し
い
星
」
執
筆
の
二
年

ほ
ど
前
に
A
・
ミ
シ
ェ
ル
著
（
田
辺
貞
之
助
訳
）
『
空
飛
ぶ
円
盤
は
実
在
す
る
駈
（
高

文
社
、
昭
三
一
・
六
）
を
読
ん
で
以
来
円
盤
に
対
し
て
関
心
を
抱
い
た
ら
し
く
、
そ

の
後
北
村
小
松
氏
と
共
に
三
島
宅
の
屋
上
で
再
三
円
盤
観
測
を
行
っ
て
い
た
事
は
周

知
の
通
り
で
あ
る
（
壁
）
。

　
そ
れ
は
江
藤
淳
が
「
あ
た
り
か
ら
漂
っ
て
来
る
世
界
の
破
滅
の
に
お
い
を
か
ぎ
な

が
ら
こ
の
物
語
を
読
む
の
は
、
ま
た
格
別
の
興
趣
が
あ
る
。
」
（
註
＝
）
と
云
っ
た
よ
う
に
、

時
い
み
じ
く
も
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
の
最
中
で
あ
っ
た
。
「
美
し
い
星
」
は
そ
の
発
表
直

後
か
ら
、
平
野
謙
の
「
小
説
ジ
ャ
ン
ル
拡
大
へ
の
意
欲
」
（
註
毎
、
浜
野
健
三
郎
の
「
日

本
文
学
の
新
分
野
」
．
蓋
四
〉
と
い
っ
た
、
幾
多
の
讃
辞
に
囲
ま
れ
る
事
と
な
る
。
そ
れ

は
専
ら
、
「
世
界
を
手
玉
に
と
る
た
め
に
選
ぶ
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
支
点
」
、
「
機
械
仕

掛
の
神
デ
ウ
ス
・
エ
キ
ス
・
マ
ヰ
ー
ナ
」
（
山
蔓
と
し
て
宇
宙
人
を
設
定
し
た
こ
と
、

そ
れ
は
正
に
、
人
間
を
傭
轍
す
る
為
に
〈
宇
宙
人
〉
を
用
い
た
事
、
そ
の
こ
と
に
拠

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
本
作
発
表
よ
り
二
年
後
に
到
っ
て
、
こ
の
「
斬
新
」
と
見
え
る
構
成
は
奥

野
健
男
に
よ
っ
て
「
新
し
い
政
治
小
説
」
垂
ハ
）
と
し
て
の
意
味
を
付
与
さ
れ
る
事
に

な
る
。
無
論
、
又
、
玉
井
五
一
の
反
論
（
註
七
）
等
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
だ
が
、

奥
野
健
男
の
「
「
政
治
と
文
学
」
理
論
の
破
産
」
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
〈
「
政
治
と

文
学
」
論
争
〉
に
於
け
る
奥
野
へ
の
反
論
は
数
多
く
有
る
も
の
の
、
事
「
美
し
い
星
」

評
価
に
関
す
る
限
り
に
於
い
て
は
、
前
掲
の
、
玉
井
の
反
論
が
存
す
る
程
度
に
過
ぎ

な
い
。
そ
れ
は
、
野
土
宏
の
描
く
「
政
治
」
の
く
重
み
〉
や
く
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
〉
に

対
し
て
三
島
の
そ
れ
は
『
い
さ
さ
か
贋
造
め
き
、
去
勢
さ
れ
た
お
も
む
き
」
で
「
か

な
り
通
俗
的
な
、
そ
れ
ら
し
き
も
の
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
あ
る
い
は
錯
覚
」
に
近
い
も

の
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
「
経
験
に
よ
ら
ず
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
明
確

な
よ
う
に
実
体
験
の
有
無
に
係
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
実
、
こ
の
論
に

於
け
る
批
判
は
奥
野
の
表
現
に
対
し
て
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
迄
の
評
価
を
揺
る
が

す
に
値
す
る
と
い
う
代
物
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
新
た
な
「
政
治
小
説
」
と
い
う
評

価
は
、
奥
野
に
先
立
っ
て
磯
田
光
一
が
「
斬
新
な
政
治
小
説
」
（
駐
八
）
と
し
て
示
し
た

も
の
だ
が
、
「
美
し
い
星
」
評
価
は
奥
野
に
到
っ
て
「
新
し
い
政
治
小
説
」
と
し
て
の

定
着
を
見
た
と
謂
っ
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
の
奥
野
の
一
連
の
発
言
を
エ
ポ
ッ
ク
と
し
て
、
そ
の
後
に
本
格
的
な
作
品
論
が

提
出
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
既
に
同
時
代
評
に
於
い
て
、
私
が
姐
上
へ
載
せ
ん
と
し
て

い
る
一
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
明
六
の
中
心
で
あ
る
大
杉
一
家

各
人
が
夫
々
異
な
る
星
を
故
郷
と
し
て
持
つ
と
い
う
設
定
の
必
然
性
の
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
奥
野
は
、
「
こ
の
小
説
が
幻
想
的
な
物
語
で
あ
る
こ
と
の
宣
書
で

あ
り
」
、
「
S
F
鰻
掴
実
性
か
ら
も
束
縛
さ
れ
ま
い
」
釜
九
）
と
す
る
為
で
あ
る
と
謂
い
、

栗
栖
真
人
を
始
め
と
す
る
近
年
に
於
け
る
解
釈
で
は
、
「
宇
宙
入
た
る
こ
と
の
絶
対

的
孤
独
を
象
徴
す
る
」
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
讐
○
）
。
確
か
に
暁
子
が
兄
の
↓
雄
に

懐
い
た
よ
う
に
、
大
杉
一
家
は
互
い
が
宇
宙
人
で
あ
る
こ
と
を
懐
疑
し
て
お
り
、
又
、

栗
栖
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
「
大
杉
家
は
人
間
界
の
孤
独
は
脱
し
た
か
も
し
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

け
れ
ど
、
そ
の
代
り
に
惑
星
間
の
孤
独
を
知
っ
た
。
」
（
第
三
章
。
傍
点
マ
マ
）
と
云

う
一
節
さ
え
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
「
必
然
性
」
と
い
う
点
に
於
い

て
は
未
だ
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
、
そ
れ
は
詰
り
、
羽
黒
真
澄
を
中
心
と
す
る

「
薔
薇
園
会
議
」
の
三
入
が
「
白
鳥
座
六
十
一
番
星
あ
た
り
の
未
知
の
惑
星
」
を
そ

の
故
郷
と
し
た
よ
う
に
、
他
の
星
を
そ
の
故
郷
と
す
る
余
地
を
残
し
な
が
ら
も
、
他

で
も
な
い
太
陽
系
惑
星
を
彼
ら
が
何
故
自
身
の
故
郷
と
し
て
設
定
し
た
の
か
と
云
う

「
必
然
性
」
、
そ
の
事
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

註
一
　
円
盤
に
対
し
て
関
心
を
抱
い
て
い
た
事
に
就
い
て
の
三
島
自
身
の
発
言
に
、
「
「
空
飛
ぶ

　
円
盤
」
の
観
測
に
失
敗
し
て
一
私
の
本
「
美
し
い
星
」
」
（
「
読
売
新
聞
」
昭
三
九
・
↓
・

　
　
一
九
）
、
「
空
飛
ぶ
円
盤
と
人
間
通
－
北
村
小
松
氏
追
悼
」
（
「
朝
日
新
…
聞
」
昭
三
九
・
四
・

　
　
三
〇
）
、
「
社
会
料
理
三
場
亭
」
中
の
「
宇
宙
食
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
」
（
「
婦
人
倶
楽
部
」
昭

　
　
三
五
・
九
〉
、
「
三
島
由
紀
夫
」
（
山
本
容
朗
『
現
代
作
家
　
そ
の
世
界
』
石
膏
社
、
昭
四
七
・

　
　
九
）
、
「
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）
人
間
好
き
で
人
間
嫌
い
の
立
場
－
生
活
は
、
文
武
両
道
で
」

　
　
（
「
時
（
讃
唱
0
9
）
」
昭
三
八
・
こ
等
が
あ
る
。

註
二
　
江
藤
淳
「
文
芸
時
評
〈
上
〉
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
三
七
・
＝
・
ご
．
一
）

註
解
　
平
野
謙
「
今
月
の
小
説
　
ベ
ス
ト
3
（
下
ご
（
「
毎
日
新
聞
し
昭
三
七
・
一
一
・
二
〉

野
田
　
浜
野
健
三
郎
「
日
本
文
学
の
新
分
野
一
三
島
由
紀
夫
著
「
美
し
い
星
」
」
（
「
時

　
　
（
国
b
o
号
V
」
昭
三
八
・
一
）
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註
五
　
無
署
名
「
書
評
」
（
「
群
像
」
昭
三
八
・
一
）

註
六
　
こ
の
時
期
の
奥
野
健
男
の
「
美
し
い
星
」
関
連
発
言
に
、
「
「
政
治
と
文
学
」
理
論
の
破

　
　
産
」
（
「
文
芸
」
昭
三
八
・
六
。
後
『
文
学
は
可
能
か
』
角
川
書
店
、
昭
三
九
．
五
へ
所
収
。
）
、

　
　
「
「
政
治
的
文
学
」
批
判
」
（
「
文
学
（
岩
波
書
店
）
」
昭
三
八
・
六
、
後
『
文
学
は
可
能
か
』

　
　
角
川
書
店
、
昭
三
九
・
五
へ
所
収
。
）
、
「
「
政
治
と
文
学
」
再
論
」
（
「
週
刊
読
書
人
」
昭

　
　
三
八
・
一
〇
・
四
。
後
『
文
学
は
可
能
か
』
角
川
書
店
、
昭
三
九
・
五
へ
所
収
。
）
、
「
新
し

　
　
い
政
治
小
説
」
（
「
文
芸
」
昭
三
八
・
一
二
。
後
「
『
美
し
い
星
』
論
」
と
改
題
し
、
『
文
学

　
　
は
可
能
か
』
角
川
書
店
、
昭
三
九
・
五
へ
所
収
。
）
等
が
あ
る
。

註
七
　
玉
井
五
一
「
贋
造
さ
れ
た
「
政
治
」
と
「
美
」
一
1
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
批
判
」

　
　
（
「
新
日
本
文
学
」
昭
三
八
・
九
）
。

手
事
　
磯
田
光
一
「
斬
新
な
政
治
小
説
」
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
三
七
・
一
一
．
二
六
。
後
「
新

　
　
し
い
政
治
小
説
1
1
目
『
美
し
い
星
』
に
つ
い
て
」
と
改
題
し
、
『
殉
教
の
美
学
』
冬
樹
社
、

　
　
昭
三
八
・
六
へ
所
収
。
）

註
九
　
奥
野
健
男
「
新
し
い
政
治
小
説
」
。
註
六
参
照
。

註
一
〇
　
栗
栖
真
人
「
虚
無
へ
の
誘
い
1
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
論
」
（
「
別
府
大
学
国

　
　
語
国
文
学
」
昭
五
九
・
↓
二
）
。
尚
、
他
に
も
、
「
彼
ら
の
故
郷
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
惑
星
な

　
　
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
に
お
い
て
、
彼
ら
自
身
そ
れ
ぞ
れ
が
絶
対
的
な
孤
独
を
背
負
わ

　
　
さ
れ
、
ゆ
え
に
彼
ら
は
せ
め
ぎ
合
い
、
ま
た
懐
疑
し
対
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
す
る
川
島

　
　
秀
一
「
「
美
し
い
星
」
l
S
F
の
遠
近
法
」
（
「
国
文
学
」
平
五
・
五
）
の
論
等
が
あ
る
。

二

処
で
前
章
に
於
い
て
提
示
し
た
問
題
に
関
し
て
私
は
、
若
干
の
付
言
を
し
て
お
か

ね
ば
な
る
ま
い
。
先
に
私
は
、
何
故
太
陽
系
の
諸
惑
星
を
大
杉
一
家
の
各
人
が
そ
の

故
郷
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
云
う
「
必
然
性
」
の
問
題
を
示
し
た
訳
だ
が
、

そ
れ
は
矢
吹
省
二
が
、
大
杉
重
一
郎
の
円
盤
体
験
を
「
マ
ン
ダ
ラ
．
イ
メ
ー
ジ
」
を
用

い
て
解
釈
し
よ
う
と
し
た
如
く
（
註
一
〉
、
ま
た
、
有
元
伸
子
が
ユ
ン
グ
の
『
空
飛
ぶ
円

盤
』
を
用
い
な
が
ら
、
大
杉
重
一
郎
の
円
盤
体
験
を
「
一
種
の
「
心
理
投
影
」
」
と
し

て
解
釈
し
た
如
く
（
註
二
）
、
作
品
内
の
階
層
の
み
で
解
釈
を
付
け
ん
と
し
て
い
る
訳
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
な
い
。
仮
に
先
の
問
題
を
、
〈
何
故
に
大
杉
重
一
郎
は
自
身
の
故
郷
と
し
て
火
星
を

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

選
択
し
た
の
か
V
と
云
う
形
式
で
問
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
時
の
、
一
般
的
な
「
宇

宙
人
」
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
反
映
を
大
杉
重
一
郎
の
言
動
に
見
る
よ
り
歪
な
い
。

故
に
先
の
問
題
は
、
〈
何
故
に
大
杉
重
一
郎
は
自
身
の
故
郷
と
し
て
火
星
を
選
択
し

た
の
か
〉
で
は
な
く
、
〈
何
故
に
大
杉
重
一
郎
は
自
身
の
故
郷
と
し
て
火
星
を
設
定
さ

れ
た
の
か
V
と
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
籾
て
こ
の
問
題
に
就
い
て
考
え
る
に
際
し
、
初
め
て
円
盤
を
目
撃
し
、
自
身
が
宇

宙
人
で
あ
る
事
の
自
覚
を
持
つ
に
到
る
場
面
へ
と
目
を
向
け
る
わ
け
だ
が
、
本
作
は

大
杉
一
家
四
人
が
円
盤
観
測
の
為
に
羅
漢
山
へ
向
か
う
場
面
よ
り
幕
が
上
げ
ら
れ
る
。

山
頂
に
於
い
て
円
盤
の
飛
来
を
待
つ
間
に
そ
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
前
節
に
於
．

い
て
示
し
た
問
題
を
解
く
鍵
は
正
に
暁
子
の
存
在
に
あ
る
と
謂
っ
て
よ
い
。
そ
の
事

は
各
人
の
円
盤
目
撃
に
就
い
て
、
一
雄
と
伊
余
子
と
の
そ
れ
が
容
易
に
片
付
け
ら
れ

る
事
に
対
し
、
暁
子
の
そ
れ
は
重
一
郎
に
次
い
で
重
き
を
為
し
て
い
る
事
に
も
看
取

さ
れ
る
。
暁
子
は
冒
頭
の
描
写
に
於
い
て
、
「
黙
り
が
ち
な
美
し
い
娘
」
、
「
そ
の
白
い

美
し
い
顔
立
ち
は
夜
目
に
鮮
や
か
」
だ
と
語
ら
れ
、
そ
の
後
に
は
以
下
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

　
　
自
分
が
金
星
人
で
あ
る
と
知
っ
て
か
ら
、
暁
子
は
日
ま
し
に
美
し
く
な
っ
た
。

　
　
も
と
も
と
美
し
い
娘
だ
つ
た
が
、
（
中
略
）
そ
の
美
し
さ
が
金
星
に
由
来
し
て

　
　
み
る
と
知
る
と
、
暁
子
の
美
し
さ
に
は
忽
ち
気
品
と
冷
た
さ
が
備
は
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
章
）

　
暁
子
が
自
身
の
故
郷
だ
と
考
え
て
い
る
金
星
が
表
徴
し
て
い
る
神
は
、
野
尻
抱
影

『
星
の
神
話
・
伝
説
集
成
－
日
本
及
海
外
篇
』
（
註
三
）
に
拠
れ
ば
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ

ー
（
ロ
ー
マ
で
は
ウ
ェ
ヌ
ス
、
英
語
読
み
で
は
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
）
で
あ
る
が
、
呉
茂
一

著
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
に
拠
れ
ば
、
ア
ブ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
は
先
ず
第
一
に
「
美
と
愛

欲
と
の
司
神
、
こ
と
に
女
性
の
美
し
さ
の
典
型
」
、
第
二
に
「
大
地
の
豊
饒
、
人
畜
の

蕃
殖
を
．
司
る
、
い
わ
ば
大
地
女
神
」
、
第
三
に
「
航
行
の
安
全
を
護
り
、
水
夫
た
ち
の

危
難
を
救
う
女
神
」
の
性
格
を
有
す
る
と
さ
れ
る
（
二
四
〉
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
中
の

第
一
の
性
質
を
暁
子
が
有
し
て
い
る
事
は
言
を
倹
た
な
い
。
而
し
て
そ
の
事
は
、
彼

女
が
「
純
潔
」
を
志
向
す
る
点
に
関
す
る
叙
述
に
於
い
て
、
作
者
を
し
て
以
下
の
一

節
を
加
え
さ
せ
る
。

　
　
　
金
星
の
純
潔
と
は
一
つ
の
逆
説
で
あ
る
。
し
か
し
暁
の
冷
気
に
浴
し
て
あ
ら

　
　
は
れ
た
そ
の
姿
は
、
フ
ェ
ニ
キ
ヤ
の
沖
の
緑
の
泡
か
ら
生
れ
出
た
時
の
女
神
と

　
　
同
様
で
、
愛
欲
の
お
ぞ
ま
し
い
法
則
を
ま
だ
何
一
つ
知
ら
ぬ
げ
に
見
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
章
）

　
此
処
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
「
金
星
の
純
潔
」
と
は
二
種
の
逆
説
」
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
の
事
は
当
然
、
金
星
と
云
う
星
．
を
背
負
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
「
純
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潔
」
を
志
向
す
る
暁
子
に
も
当
嵌
る
で
あ
ろ
う
。
主
人
公
の
箆
一
郎
は
兎
も
角
、
暁

子
が
重
き
を
為
し
て
い
る
所
以
は
、
そ
れ
が
単
に
暁
子
の
円
盤
目
撃
に
関
し
て
の
み

な
ら
ず
、
〈
暁
子
と
美
と
金
星
と
の
聯
関
〉
に
迄
及
ん
で
い
る
為
で
あ
り
、
そ
れ
は
星

に
纏
わ
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
そ
の
性
格
付
け
と
し
て
賦
与
さ
れ
た
、
そ
の
事
の
重
み

な
の
で
あ
る
。
そ
の
事
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
に
も
看
取
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
ち

　
　
　
暁
子
は
胎
教
に
と
父
に
す
す
め
ら
れ
た
星
の
神
話
や
伝
説
の
本
の
頁
を
読
む

　
　
と
も
な
し
に
繰
っ
て
み
た
。
父
は
不
正
確
な
人
間
ど
も
の
天
文
学
を
軽
蔑
し
て

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ね
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
た
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
る
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
　
み
た
が
、
神
話
や
伝
説
の
端
緒
に
は
か
つ
て
宇
宙
人
の
与
へ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

　
　
へ

　
　
る
と
信
じ
て
み
た
。
暁
子
は
冠
座
の
星
に
つ
い
て
の
「
星
の
花
嫁
」
と
い
ふ
ア

　
　
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
伝
説
が
好
き
だ
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笛
叩
二
出
生
、
・
傍
占
磐
橘
者
）

　
こ
の
話
は
野
尻
前
掲
書
に
も
、
「
か
ん
む
り
座
」
の
項
に
「
星
の
花
よ
め
」
の
題
で

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
野
尻
前
掲
書
、
＝
二
四
頁
）
。
本
誌
に
は
、
〈
ギ
リ

シ
ア
神
話
V
を
そ
の
代
表
と
す
る
『
星
の
神
話
・
伝
説
」
が
色
濃
く
そ
の
影
を
落
と

し
て
い
る
の
で
あ
り
、
殊
に
暁
子
は
金
星
に
表
徴
さ
れ
る
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
の
最

も
明
瞭
な
形
式
な
の
で
あ
る
。
だ
が
寧
ろ
此
処
で
重
要
な
の
は
、
先
の
言
葉
に
示
さ

れ
る
「
美
貌
」
で
は
な
く
、
呉
が
挙
げ
る
処
の
第
一
の
性
格
に
於
け
る
「
愛
欲
」
で

あ
る
。
無
論
先
の
引
用
の
「
何
一
つ
知
ら
ぬ
げ
に
」
と
．
云
う
言
辞
は
〈
知
っ
て
い
る

事
〉
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
愛
欲
の
お
ぞ
ま
し
い
姿
」
を
自
身
の
裏
に
包
蔵

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
此
れ
は
「
金
星
」
た
就
い
て
の
も
の
で
あ
る

が
、
「
欲
の
な
い
娘
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
女
に
は
、
む
り
に
欲
望
を
拒
絶
し
て
み
る
や

う
に
見
え
る
利
点
が
あ
っ
た
。
｝
（
第
一
章
〉
と
云
う
一
節
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
先
の

「
金
星
」
に
就
い
て
の
評
言
は
暁
子
に
就
い
て
の
そ
れ
だ
と
謂
っ
て
よ
い
。
へ
ー
パ

イ
ス
ト
ス
を
そ
の
夫
と
し
な
が
ら
ア
レ
ー
ス
と
密
通
し
た
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
同
様
、

暁
子
は
そ
の
〈
淫
奔
〉
を
潜
在
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
こ
の
事
は
後
に
、

竹
宮
と
円
盤
を
目
撃
し
た
前
後
の
事
情
に
就
い
て
母
の
伊
余
子
に
問
質
さ
れ
る
場
面

に
於
い
て
明
瞭
と
な
る
．

　
　
　
暁
子
の
実
在
は
あ
の
と
き
竹
宮
と
共
に
飛
翔
し
て
み
た
。
魂
は
完
全
に
満
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
足
り
て
、
一
つ
の
音
楽
の
や
う
に
な
っ
て
、
清
ら
か
さ
の
極
み
が
、
肉
欲
の
漣

　
　
に
織
り
成
さ
れ
、
…
…
暁
子
の
実
在
は
、
何
一
つ
形
の
定
か
で
な
い
眩
ゆ
い
快

　
　
い
光
輝
に
包
ま
れ
て
る
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
六
章
。
傍
点
稿
者
）

　
次
に
暁
子
の
兄
で
あ
る
一
雄
だ
が
、
彼
は
自
身
の
故
郷
が
水
星
で
あ
る
と
さ
れ
る
．

水
星
が
表
徴
し
て
い
る
神
は
、
野
尻
前
掲
書
に
拠
れ
ば
ヘ
ル
メ
ー
ス
（
ロ
ー
マ
で
は

メ
ル
ク
リ
ウ
ス
、
英
語
読
み
で
は
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
）
で
あ
り
、
ヘ
ル
メ
ー
ス
は
「
神
々

の
伝
令
神
」
で
、
「
天
界
地
界
の
間
を
自
由
自
在
に
と
び
ま
わ
っ
て
（
中
略
）
機
智
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ

敏
速
を
必
要
と
す
る
雄
弁
家
、
医
師
、
旅
行
者
、
さ
て
は
山
師
、
ぬ
す
び
と
、
す
り

の
守
り
神
だ
っ
た
。
」
（
野
尻
前
掲
書
、
二
七
〇
～
二
七
一
頁
。
傍
点
マ
マ
。
）
と
さ
れ
、

呉
前
掲
書
に
於
い
て
も
、
「
神
々
の
伝
令
使
、
あ
る
い
は
飛
脚
」
で
、
「
雄
弁
、
音
楽
、

計
数
等
の
神
」
（
呉
前
掲
書
、
上
巻
、
一
五
一
～
岬
五
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

性
格
は
一
雄
に
於
い
て
は
、
保
守
党
の
政
治
家
で
あ
る
黒
木
克
巳
の
私
設
秘
書
と
し

て
の
役
回
り
（
第
七
章
）
と
重
な
ろ
う
。

　
妻
の
伊
余
子
は
、
木
星
を
自
身
の
故
郷
と
さ
れ
て
い
る
が
、
木
星
が
表
徴
し
て
い

る
神
は
、
野
尻
前
掲
書
に
拠
れ
ば
ゼ
ウ
ス
（
ロ
ー
マ
で
は
ユ
r
ビ
テ
ル
、
英
語
読
み

で
は
ジ
ュ
ー
ビ
タ
ー
）
で
あ
り
、
ゼ
ウ
ス
は
「
オ
リ
ン
ポ
ス
の
最
高
神
」
で
、
「
正
義

の
神
で
あ
る
と
共
に
、
雨
の
神
、
あ
ら
し
の
神
、
雷
の
神
で
、
そ
の
手
に
、
雷
電
を

打
ち
出
す
武
器
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
わ
し
を
使
者
と
し
て
、
下
界
の
隅
ず
み
ま

で
知
ら
ぬ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
」
〈
野
尻
前
掲
書
、
二
七
八
～
二
八
○
頁
）
と
あ
る
が

邉
八
）
、
そ
の
性
格
上
伊
余
子
は
、
暁
子
が
金
沢
旅
行
で
竹
宮
と
共
に
円
盤
を
目
撃
し

た
事
を
、
或
い
は
暁
子
が
妊
娠
し
て
い
る
事
を
、
家
族
の
誰
よ
り
逸
早
く
知
る
（
そ

れ
は
暁
子
宛
の
竹
宮
か
ら
の
手
紙
を
盗
み
詠
む
と
云
う
、
姑
息
な
手
段
で
で
は
あ
る

が
）
と
云
う
役
割
を
充
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
ゼ
ウ
ス
に
就
い
て

呉
前
掲
書
で
は
、
ゼ
ウ
ス
は
「
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
親
族
の
長
」
で
「
本
来
天
空
と
そ

の
輝
き
を
表
徴
す
る
神
格
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
加
え
て
以
下
の
よ
う
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
。

　
　
　
し
か
し
ゼ
ウ
ス
が
司
る
の
は
、
天
候
や
雷
雨
だ
け
で
は
な
い
、
空
を
支
配
す

　
　
る
も
の
は
、
全
世
界
を
統
治
す
る
者
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
ま
た
大
に
し
て
は
国

　
　
境
を
、
小
に
し
て
は
個
人
の
所
有
地
を
保
護
し
、
濫
り
に
犯
す
こ
と
を
許
さ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
い
の
も
、
一
家
の
最
も
神
聖
な
場
所
で
あ
る
火
処
ゲ
霧
菖
陣
を
護
る
者
も
彼
で

　
　
あ
り
、
（
中
略
）
要
す
る
に
人
間
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
紀
綱
や
秩
序
、
そ
れ
ら
は
悉

　
　
く
彼
の
手
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
呉
前
掲
書
、
上
巻
、
五
八
～
六
二
頁
。
傍
点
腐
者
。
）

　
　
　
　
ミ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
こ
の
「
火
処
げ
①
。
。
鉱
卑
を
護
る
」
と
云
う
点
に
関
し
て
は
、

　
　
も
し
良
人
の
い
ふ
や
う
に
世
界
が
改
善
さ
れ
、
平
和
が
確
立
し
た
ら
、
彼
女
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ゐ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヤ
　
　
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
あ
　
　
　
り

　
　
そ
の
改
良
さ
れ
た
世
界
の
整
然
た
る
家
事
を
受
け
持
つ
だ
ら
う
と
思
は
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヤ

　
　
　
（
中
略
）
い
つ
れ
は
惑
星
の
諸
々
方
方
に
、
彼
女
は
台
所
を
持
つ
こ
と
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
だ
ら
う
。
し
か
し
木
星
の
台
所
と
、
地
球
の
台
所
と
、
そ
の
二
つ
で
す
ら
、
伊
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余
子
は
自
分
が
手
落
ち
泣
く
管
理
で
き
る
か
ど
う
か
自
身
が
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
一
章
）

と
云
う
伊
余
子
に
関
す
る
叙
述
と
の
照
応
を
見
せ
て
い
る
。

　
拐
て
此
れ
迄
見
て
き
た
事
よ
り
、
当
初
の
問
題
に
就
い
て
結
論
を
導
く
と
す
れ
ば
、

大
杉
一
家
各
人
が
太
陽
系
の
惑
星
を
各
々
の
故
郷
と
し
て
い
る
事
．
は
、
夫
々
の
惑
星

が
そ
の
表
徴
と
さ
れ
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
神
々
の
性
格
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
事
に
起

因
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
事
に
因
る
性
格
付
け
は
既
に
第
一
章
に
明
瞭
に
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
点
に
於
い
て
、
工
作
の
発
表
直
後
に
江
藤
淳
が
洩
ら
し
た

「
S
F
仕
立
の
力
を
借
り
て
作
者
が
読
者
の
注
意
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
神
話
」

（
註
五
）
と
云
う
言
葉
は
卓
見
で
あ
っ
た
。

註
一
　
矢
吹
省
一
一
「
あ
る
悲
劇
の
分
析
－
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
考
」
（
「
国
学
院
大
学

　
紀
要
」
平
元
・
三
）

註
二
　
有
元
伸
子
「
三
島
由
紀
夫
『
美
し
い
星
』
論
－
二
重
透
視
の
美
学
」
（
「
金
城
学
院
大

　
　
学
論
集
　
国
文
学
編
」
平
三
ニ
ニ
）

註
三
　
野
尻
抱
影
『
星
の
神
話
・
伝
説
集
成
一
日
本
差
海
外
篇
』
（
恒
星
社
、
昭
三
二
．
二
。

　
　
尚
、
島
崎
博
二
二
島
瑞
子
編
『
定
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』
（
薔
薇
十
字
社
、
昭
四
七
・
一
）

　
　
に
は
本
書
の
他
に
、
野
尻
抱
影
『
星
の
神
話
・
伝
説
』
（
白
鳥
社
、
昭
二
一
二
．
七
）
の
書
名

　
　
も
見
え
る
。
以
下
、
「
野
尻
前
掲
書
」
と
略
言
す
る
。
）

註
四
　
呉
茂
一
著
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
　
上
・
下
』
（
新
潮
社
、
昭
三
一
・
六
（
上
）
。
昭
三
一
．

　
　
八
（
下
）
。
引
用
は
上
巻
、
＝
壬
二
～
＝
二
四
頁
。
本
書
は
、
島
崎
博
・
二
二
島
風
子
編
『
定

　
　
本
三
島
由
紀
夫
書
誌
』
（
発
行
所
・
発
行
年
月
は
、
本
節
の
註
三
参
照
。
）
に
も
そ
の
書
名

　
　
が
あ
る
。
以
下
、
「
呉
前
掲
書
」
と
略
示
す
る
。
）

註
五
　
前
掲
江
藤
論
文
。
前
節
の
註
二
参
照
。
傍
点
学
者
。

三

　
靱
て
重
一
郎
へ
移
る
前
に
、
竹
宮
と
云
う
存
在
と
、
其
れ
に
付
随
す
る
問
題
に
就

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
前
節
に
於
い
て
私
は
、
暁
子
は
「
そ
の
〈
淫
奔
〉
を
潜

在
さ
せ
て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
〈
淫
奔
〉
な
性
格
を
〈
顕
在
さ
せ
て
い
る
〉

存
在
が
竹
宮
で
あ
る
。
「
趣
味
の
友
」
へ
掲
載
し
た
「
宇
宙
友
朋
会
」
の
通
信
量
を
通

じ
て
暁
子
と
知
り
合
っ
た
、
自
称
「
金
星
人
」
で
あ
る
と
云
う
青
年
で
あ
る
が
、
そ

の
後
二
人
は
長
い
文
通
期
間
を
経
て
金
沢
で
対
面
し
、
内
灘
の
砂
丘
で
共
に
円
盤
を

目
撃
す
る
事
と
な
る
（
第
三
章
）
。
竹
宮
に
就
い
て
は
、
そ
の
後
の
第
六
章
で
の
暁
子

の
妊
娠
に
付
随
し
て
、
良
家
の
子
息
の
よ
う
に
言
い
繕
っ
て
い
た
事
、
元
赤
線
の
キ

ャ
バ
レ
エ
と
の
女
と
失
踪
し
た
ら
し
い
と
云
う
事
が
、
仙
鶴
楼
の
内
儀
の
口
を
通
じ

て
明
か
さ
れ
る
。
故
に
我
々
が
こ
の
内
儀
の
言
葉
を
仮
に
も
信
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、

竹
宮
は
、
暁
子
の
〈
淫
奔
の
潜
在
〉
と
は
対
照
的
な
〈
淫
奔
の
顕
在
〉
と
し
て
の
存

在
で
あ
る
、
と
云
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
我
々
が
こ
の
内
儀
の
言
葉
を
信
じ
る
に
せ
よ
、
其
処
に
は
彼
が
こ
の
地
上
に

於
い
て
、
良
家
の
子
息
の
よ
う
に
嘘
を
吐
い
て
い
た
事
、
ま
た
突
然
に
失
踪
し
て
し

ま
っ
た
事
を
し
か
示
さ
な
い
。
竹
宮
に
就
い
て
は
、
「
果
た
し
て
竹
宮
は
人
間
な
の
か
、

宇
宙
人
な
の
か
。
」
と
云
う
問
題
が
池
田
和
臣
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
（
註
一
〉
。

先
ず
以
て
、
私
は
前
に
、
彼
が
「
〈
淫
奔
の
顕
在
〉
と
し
て
の
存
在
」
で
あ
る
事
を
確

認
し
た
。
無
論
、
竹
宮
が
こ
の
上
な
い
美
貌
の
青
年
で
あ
る
こ
と
を
も
勘
案
す
れ
ば
、

竹
宮
は
間
違
い
な
く
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
の
性
格
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

金
星
を
そ
の
故
郷
と
す
る
金
星
人
で
あ
る
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
た
だ
先
の
よ
う

な
竹
宮
が
金
星
人
で
あ
る
事
の
真
偽
に
関
す
る
問
題
が
提
出
さ
れ
る
の
は
、
第
四
章

に
於
い
て
一
旦
は
「
も
し
二
人
が
一
緒
に
円
盤
を
見
た
こ
と
が
本
当
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
金
沢
の
男
が
金
星
人
だ
と
い
ふ
証
拠
に
他
な
る
ま
い
」
（
傍
点
マ
マ
）
と
独
白
し

て
い
た
重
一
郎
が
、
第
十
章
で
は
暁
子
へ
「
あ
の
男
は
地
球
人
の
女
た
ら
し
だ
っ
た
。
」

と
告
知
す
る
、
そ
の
一
言
に
因
る
の
で
あ
る
（
勿
論
そ
れ
以
前
の
第
六
章
に
於
い
て
、

「
重
一
郎
自
身
は
も
う
信
じ
て
み
な
い
竹
宮
の
金
星
人
で
あ
る
こ
と
を
」
と
云
う
一

節
、
ま
た
、
第
八
章
の
「
暁
子
は
人
間
に
欺
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
人
間
の
こ

と
を
学
ぶ
べ
き
だ
っ
た
。
し
か
し
良
人
に
固
く
口
止
め
さ
れ
て
み
た
の
で
、
さ
う
い

ふ
風
に
娘
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
云
う
一
節
さ
え
有
る
）
。
無
論
．

竹
宮
自
身
が
金
星
人
で
あ
る
事
は
竹
宮
自
身
の
口
か
ら
語
ら
れ
る
内
容
で
あ
り
、
そ

れ
は
仙
鶴
楼
の
内
儀
の
口
を
通
し
て
語
ら
れ
る
内
容
と
対
置
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
れ
と
て
結
論
を
導
き
出
す
要
素
と
は
為
り
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
此
処
に
至
っ
て
私
は
、
本
作
に
於
け
る
語
り
手
の
態
度
に
就
い
て
触
れ
て
お
か
な

く
て
は
な
る
ま
い
。
先
の
竹
宮
に
就
い
て
の
重
一
郎
の
「
あ
の
男
は
地
球
人
の
女
た

ら
し
だ
っ
た
。
」
と
云
う
一
言
は
、
飽
く
ま
で
重
一
郎
の
認
識
の
裏
に
於
け
る
解
釈
の

変
転
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
（
先
に
、
補
足
し
た
二
例
に
就
い
て
も
、
断
り
で
あ
り
、

前
者
は
重
一
郎
の
認
識
の
裏
で
あ
り
、
後
者
は
伊
余
子
の
認
識
の
裏
に
あ
る
も
の
で

あ
る
。
）
。
そ
こ
で
三
豊
に
於
け
る
語
り
へ
と
目
を
向
け
る
訳
だ
が
、
こ
の
語
り
か
ら
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先
の
真
偽
に
関
す
る
解
答
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
抑
々
の
初
め
よ
り
、

そ
れ
は
竹
宮
に
限
ら
ず
、
こ
の
大
杉
一
家
全
員
、
薔
薇
園
会
議
の
三
人
組
、
政
治
家

の
黒
木
克
巳
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
彼
ら
が
宇
宙
人
で
あ
る
事
の
真
偽
に
就
い

て
、
語
り
手
は
一
向
に
関
与
し
な
い
。
先
行
研
究
に
於
い
て
は
、
竹
宮
に
関
し
「
地

球
人
の
女
た
ら
し
」
と
い
う
解
釈
が
通
説
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
其
れ
丈
、
重
一
郎

の
認
識
を
〈
作
品
内
世
界
に
於
け
る
客
観
的
真
実
〉
と
し
て
扱
っ
て
い
る
事
を
物
語

っ
て
い
る
。
だ
が
仮
に
も
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
そ
の
（
稿
者
註
　
黒
木
の
）
戻
っ

て
来
か
か
る
影
の
素
早
さ
に
、
一
雄
は
一
瞬
、
異
常
な
も
の
を
感
じ
た
。
（
中
略
）
し

か
し
そ
の
と
き
、
一
雄
は
ふ
と
、
こ
の
人
も
宇
宙
人
で
は
な
い
か
、
と
疑
っ
た
。
」
と

云
う
一
雄
の
認
識
を
も
〈
作
品
内
世
界
に
於
け
る
客
観
的
真
実
〉
と
し
て
誓
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
就
い
て
は
、
黒
木
の
許
へ
来
た
羽
黒
一
派
を
一
雄
が
案
内
し

て
い
る
場
面
に
於
い
て
、
羽
黒
が
洩
ら
す
以
下
の
書
函
が
、
そ
の
確
証
と
な
ろ
う
。

　
　
「
し
か
し
黒
木
さ
ん
に
会
っ
た
の
は
よ
か
っ
た
ね
。
こ
れ
で
や
っ
と
道
が
ひ
ら

　
　
け
た
．
い
っ
か
は
私
も
同
郷
人
に
会
へ
る
と
思
っ
て
み
た
ん
だ
が
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
七
章
、
傍
点
マ
マ
〉

　
こ
の
羽
黒
の
一
言
は
〈
語
り
〉
で
は
な
い
。
だ
が
、
相
関
与
せ
ぬ
部
分
に
於
け
る

一
雄
と
羽
黒
と
の
、
こ
の
言
葉
の
一
致
．
と
云
う
点
に
於
い
て
、
羽
黒
の
一
言
は
〈
第

三
者
〉
の
言
と
し
て
、
黒
木
が
宇
宙
人
で
あ
る
事
の
〈
客
観
性
〉
を
存
立
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
だ
が
以
上
の
如
く
し
て
示
さ
れ
た
〈
客
観
性
〉
の
故
に
、
私
は
早
計
に
も

く
黒
木
克
巳
は
宇
宙
人
で
あ
る
〉
等
と
謂
わ
ん
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
私
が
此

処
で
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
、
〈
語
り
手
〉
の
姿
勢
の
問
題
で
あ
る
。
而
し

て
そ
の
〈
客
観
性
〉
と
云
う
事
を
〈
語
り
手
〉
の
問
題
へ
置
換
す
る
と
す
れ
ば
、
〈
語

り
手
〉
の
語
る
内
容
を
、
第
三
者
も
同
様
に
確
認
し
得
る
〈
客
観
的
事
実
〉
（
そ
れ
は

飽
く
ま
で
作
品
内
で
の
事
柄
と
し
て
で
あ
る
が
）
の
み
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
捉
え

る
か
否
か
と
云
う
問
題
へ
と
移
行
す
る
。
仮
に
〈
語
り
〉
が
、
重
一
郎
ら
の
一
種
の

思
い
込
み
的
な
〈
主
観
的
幻
想
〉
を
も
く
作
品
内
に
於
け
る
客
観
的
事
実
〉
と
同
等

の
重
み
で
包
含
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
前
節
で
触
れ
た
矢
吹
論
や
有
元
論
の
よ
う
に
、

重
一
郎
ら
の
く
主
観
的
幻
想
〉
の
拠
っ
て
来
る
所
を
探
り
、
そ
れ
を
我
々
の
納
得
し

得
る
地
点
に
ま
で
到
ら
し
め
る
と
云
う
形
式
の
論
が
表
れ
る
の
も
然
る
べ
き
で
あ
る
。

だ
が
も
し
夫
れ
を
、
大
杉
一
家
や
羽
黒
一
派
の
円
盤
体
験
（
其
れ
は
暁
子
と
竹
宮
と

が
一
緒
に
円
盤
を
目
撃
し
た
事
を
も
含
め
て
）
を
第
三
者
も
確
認
し
得
る
〈
作
品
内

に
於
け
る
客
観
的
事
実
〉
と
し
て
捉
え
る
と
す
れ
ば
話
は
異
な
る
。
其
処
に
は
、
先

に
矢
吹
論
や
有
元
論
が
示
し
た
如
き
吾
人
に
納
得
の
ゆ
く
根
拠
な
ど
有
る
筈
は
な
く
、

た
だ
事
実
の
み
が
有
る
許
り
で
あ
る
。
前
述
の
黒
木
の
問
題
に
話
を
戻
す
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヨ
　
　
　
も

一
雄
の
認
識
が
偶
然
に
も
く
客
観
的
真
実
〉
と
の
符
号
を
見
せ
た
と
も
考
え
得
る
訳

で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
事
は
、
重
一
郎
他
各
人
の
認
識
に
就
い
て
も
、
同
様
に
言
及

さ
れ
得
る
事
な
の
で
あ
る
。

　
本
作
に
於
け
る
〈
語
り
〉
は
、
登
場
人
物
の
謂
わ
ば
く
人
間
臭
さ
〉
を
こ
の
心
な

く
示
す
一
方
で
、
彼
ら
を
「
遠
い
金
星
の
故
郷
を
同
じ
く
す
る
二
人
の
宇
宙
人
」
（
第

三
章
）
、
「
火
星
か
ら
来
た
父
」
（
第
四
章
）
、
「
こ
の
男
女
の
金
星
人
」
（
第
四
章
）
、

「
こ
の
ド
メ
ス
チ
ッ
ク
な
木
星
人
」
（
第
六
章
）
等
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
数
え

る
に
暇
が
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
事
よ
り
前
述
の
〈
語
り
〉
の
位
相
の
問
題
に
結

論
を
つ
け
る
と
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
詰
り
、
こ
れ
ら
の
表
現

は
、
語
り
手
が
重
一
郎
ら
に
対
し
て
人
間
で
あ
る
事
と
神
で
あ
る
事
の
両
者
を
宜
っ

て
い
る
の
で
あ
り
、
〈
現
実
〉
と
く
超
現
実
〉
と
の
境
界
の
曖
昧
さ
を
露
呈
し
て
い
る

と
云
う
事
で
あ
る
。
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
垣
間
見
え
る
の
は
、
先
に
挙
げ
た
第
八
章

の
「
暁
子
は
人
間
に
欺
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
人
間
の
こ
と
を
学
ぶ
べ
き
だ
っ

た
。
」
と
云
う
一
節
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は
、
直
後
の
「
し
か
し
良
人
に
固
く
口
止
め

さ
れ
て
み
た
の
で
、
さ
う
い
ふ
風
に
娘
を
説
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
」
と
云

う
一
文
に
よ
り
、
伊
余
子
の
認
識
と
し
て
首
肯
さ
れ
得
る
が
、
先
の
一
文
の
み
か
ら

断
ず
れ
ば
、
そ
れ
は
純
粋
な
〈
語
り
〉
と
し
て
判
断
さ
れ
得
る
も
の
で
も
あ
り
、
此

処
に
は
〈
語
り
の
位
相
〉
の
揺
ら
ぎ
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
事
を
先
の
竹
宮
が
宇
宙

人
で
あ
る
か
否
か
、
と
云
う
こ
と
に
話
を
戻
せ
ば
、
竹
宮
は
暁
子
を
欺
し
た
「
人
間
」

で
あ
る
と
云
う
こ
と
と
、
暁
子
と
同
様
の
「
金
星
人
」
で
あ
る
と
云
う
こ
と
の
双
方

を
共
に
肯
定
し
た
形
で
こ
の
話
は
我
々
に
〈
語
ら
れ
る
〉
の
で
あ
り
、
竹
宮
の
実
態

は
明
確
に
さ
れ
ぬ
ま
ま
彼
の
姿
は
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
う
。
詰
り
、
国
作
の
〈
語
り

手
〉
は
、
此
等
の
登
場
人
物
を
人
間
で
あ
る
と
も
神
で
あ
る
と
も
判
断
を
下
さ
ぬ
曖

昧
な
態
度
の
ま
ま
結
末
部
の
円
盤
体
験
へ
と
吾
人
を
誘
引
す
る
の
で
あ
る
。

註
一
　
池
田
和
臣
「
「
美
し
い
星
」

　
（
「
国
文
学
」
平
五
・
五
）

四

〈
隠
さ
れ
た
古
典
－
小
説
に
見
る
物
語
要
素
・
類
型
〉
」

本
作
の
主
人
公
で
あ
る
大
杉
重
一
郎
は
、
火
星
を
自
身
の
故
郷
と
し
て
い
る
が
、
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火
星
が
象
徴
し
て
い
る
神
は
ア
レ
ー
ス
（
ロ
ー
マ
で
は
マ
ル
ス
、
英
語
読
み
で
は
マ

ー
ズ
）
で
あ
る
。
ア
レ
ー
ス
は
「
軍
神
」
で
、
「
女
神
ア
テ
ー
ナ
が
正
義
の
戦
い
を
つ

か
さ
ど
る
に
対
し
、
善
悪
の
差
別
な
く
血
な
ま
ぐ
さ
い
野
蛮
な
戦
い
を
つ
か
さ
ど
」

（
野
尻
前
掲
書
、
二
七
五
～
二
七
六
頁
）
る
神
だ
と
さ
れ
、
呉
前
掲
書
に
於
い
て
は
、

以
下
の
如
く
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
本
当
の
ア
レ
ー
ス
神
自
体
は
あ
ま
り
よ
い
待
遇
を
受
け
ず
、
ギ
リ
シ
ア
方
の

　
　
勇
士
デ
ィ
オ
メ
ー
デ
ー
ス
に
響
け
ら
れ
た
り
（
筆
者
註
　
入
間
に
で
あ
る
）
、
ア

　
　
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
密
会
の
と
こ
ろ
を
見
つ
か
っ
て
、
酷
い
目
に
逢
わ
さ
れ
た

　
　
り
す
る
。
（
中
略
）
伝
説
で
も
、
ア
レ
ー
ス
は
む
し
ろ
不
名
誉
な
役
割
を
引
受
け

　
　
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
掲
書
、
上
巻
、
一
六
〇
～
一
六
二
頁
〉

　
私
は
此
れ
迄
重
一
郎
と
ギ
リ
シ
ア
神
話
中
の
ア
レ
ー
ス
と
の
関
連
に
就
い
て
触
れ

る
事
を
故
意
に
忌
避
し
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
の
引
用
に
も
示
し
た
ア

プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
の
密
会
に
就
い
て
は
、
「
今
度
は
実
の
娘
と
夫
婦
に
で
も
な
っ

て
み
る
ん
だ
ら
う
」
（
第
九
章
）
と
い
う
床
屋
の
曽
根
の
椰
楡
に
そ
の
反
映
が
見
ら
れ

る
等
の
、
細
微
な
点
に
於
け
る
照
応
は
確
認
さ
れ
る
が
、
重
一
郎
の
場
合
、
ア
レ
ー

ス
と
の
照
応
に
乏
し
く
、
そ
の
反
映
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
。
否
、
希
薄
で
あ
る
ど

こ
ろ
か
、
ア
レ
ー
ス
本
来
の
「
善
悪
の
差
別
な
く
血
な
ま
ぐ
さ
い
野
蛮
な
戦
い
を
」

司
る
と
云
う
性
質
と
は
、
対
照
的
な
性
質
で
あ
る
と
謂
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
重
一
郎

は
確
か
に
世
界
平
和
の
為
に
世
間
の
無
知
と
、
直
接
的
に
は
羽
黒
一
派
と
の
「
戦
い
」

に
臨
む
訳
で
あ
る
が
、
重
一
郎
の
立
場
の
善
悪
は
兎
も
角
、
「
血
な
ま
ぐ
さ
い
野
蛮
な

戦
い
」
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
寧
ろ
、
「
地
球
を
破
壊
す
る
道
具
を
、
三

人
思
ひ
思
ひ
の
考
案
で
、
百
円
以
下
の
予
算
で
買
ひ
に
行
」
く
事
を
企
て
た
り
（
第

五
章
）
、
「
車
裂
き
や
牛
裂
き
や
、
中
国
の
す
ば
ら
し
い
天
才
的
発
明
で
あ
る
陵
遅
や
、

火
焙
り
や
礫
刑
や
、
あ
ら
ゆ
る
血
み
ど
ろ
の
処
刑
が
復
活
さ
れ
る
。
」
（
第
九
章
）
等

と
口
々
に
喚
き
立
て
た
り
す
る
羽
黒
一
派
に
こ
そ
相
応
し
い
。

　
世
界
平
和
を
推
進
す
る
大
杉
重
一
郎
と
、
世
界
を
「
安
楽
死
」
へ
導
こ
う
と
す
る

羽
黒
と
の
二
人
を
神
と
す
れ
ば
（
以
下
の
場
合
少
な
く
と
も
、
重
一
郎
は
火
星
の
象

徴
す
る
ア
レ
ー
ス
で
は
な
く
、
木
星
が
象
徴
す
る
ゼ
ウ
ス
を
そ
の
性
格
と
し
て
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
が
）
、
二
人
の
論
争
は
、
ゼ
ウ
ス
と
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス
と
の
争

い
に
重
ね
得
る
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
、
人
類
に
対
し
て
「
峻
厳
で
あ
り
時
に
は
苛
酷
」

で
さ
え
あ
っ
た
時
期
の
ゼ
ウ
ス
と
、
そ
の
後
に
「
人
類
な
ら
び
に
全
世
界
に
対
し
て

寛
容
の
政
策
を
執
り
、
正
義
を
も
つ
て
統
治
す
る
」
ゼ
ウ
ス
と
の
自
問
自
答
に
も
重

ね
ら
れ
得
る
と
解
釈
し
て
も
良
い
（
註
一
）
。

　
羽
黒
一
派
（
或
い
は
其
処
へ
、
政
治
家
の
黒
木
克
巳
を
も
含
め
て
も
良
い
と
二
者

は
考
え
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
就
い
て
は
、
前
節
を
参
照
。
）
が
そ
の
故
郷
と
す
る
「
白

鳥
座
六
十
一
番
星
の
未
知
の
惑
星
」
で
あ
る
事
は
、
そ
の
意
味
に
於
い
て
象
徴
的
で

あ
る
。
白
鳥
（
白
鳥
座
）
に
纏
わ
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
は
、
主
と
し
て
次
の
二
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。
一
つ
は
「
こ
の
白
鳥
は
、
大
神
ゼ
ウ
ス
が
、
ス
パ
ル
タ
王
テ
ィ
ン
ダ
レ

ウ
ス
の
后
レ
ー
ダ
の
も
と
へ
通
っ
た
と
き
の
姿
」
（
野
尻
前
掲
書
、
一
七
五
～
一
七
七

頁
）
で
あ
る
と
云
う
も
の
で
、
呉
前
掲
書
に
も
「
（
卜
者
註
　
ゼ
ウ
ス
が
）
白
鳥
と
化

し
て
抱
擁
し
た
レ
ー
ダ
ー
の
子
カ
ス
ト
ー
ル
と
ポ
リ
ュ
デ
ウ
ケ
ー
ス
、
す
な
わ
ち
双

子
神
デ
ィ
オ
ス
ク
ー
ロ
イ
」
（
呉
前
掲
書
、
上
巻
、
六
八
頁
）
、
「
レ
ー
ダ
ー
が
白
鳥
の

翼
に
抱
き
す
く
め
ら
れ
て
い
た
（
呉
下
　
ゼ
ウ
ス
の
情
事
を
描
く
。
）
」
（
呉
前
掲
書
、

上
巻
、
八
八
頁
）
と
あ
る
。
「
白
鳥
」
が
ゼ
ウ
ス
の
姿
を
変
え
た
形
で
あ
る
と
す
る
な

ら
ば
（
加
え
て
、
重
一
郎
が
火
星
で
は
な
く
、
木
星
の
象
徴
す
る
ゼ
ウ
ス
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
）
、
重
一
郎
と
羽
黒
・
黒
木
は
ゼ
ウ
ス
の
表
面
と
裏
面
と

云
う
対
照
関
係
と
同
じ
で
あ
る
と
云
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
先
程
私
が
「
ゼ
ウ
ス
の
自

問
自
答
」
に
意
え
た
所
以
で
あ
る
。
特
に
大
杉
重
一
郎
と
羽
黒
真
澄
と
の
、
二
章
に

亙
る
論
争
は
、
そ
の
事
を
強
く
物
語
っ
て
い
る
。
根
本
的
な
部
分
に
於
い
て
彼
ら
二

者
の
思
想
は
同
様
の
一
点
に
根
ざ
し
て
い
る
事
に
も
表
れ
て
い
よ
う
。

　
無
論
、
「
白
鳥
」
は
ゼ
ウ
ス
の
裏
面
を
意
味
す
る
の
み
で
は
な
い
。
「
白
鳥
」
に
関

す
る
限
り
、
羽
黒
の
抱
く
よ
う
な
「
白
鳥
…
…
そ
の
輝
く
純
白
の
邪
悪
の
す
が
た
」

（
第
五
章
、
傍
点
稿
者
）
と
云
う
イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
ま
で
存
し
て
お
ら
ず
、
本
作
に

於
い
て
「
白
鳥
」
は
一
帯
に
禰
聾
す
る
「
悪
」
の
象
徴
と
し
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

事
は
、
竹
宮
と
金
沢
で
直
接
会
う
為
に
暁
子
が
乗
る
乃
至
は
竹
宮
を
探
し
に
金
沢
へ

出
向
く
為
に
重
一
郎
が
乗
る
「
特
急
「
白
鳥
」
」
、
又
そ
の
背
景
と
し
て
の
天
空
に
幻

出
す
る
「
白
鳥
座
」
に
極
め
て
象
徴
的
で
あ
る
。

　
　
暗
い
ホ
ー
ム
の
片
隅
で
人
目
に
は
あ
η
ふ
れ
た
密
会
の
や
う
に
見
え
た
だ
ら
う

　
　
が
、
折
し
も
天
頂
か
ら
は
白
鳥
座
や
ペ
ガ
ス
ス
の
大
方
形
が
、
露
天
の
ホ
ー
ム

　
　
で
早
し
行
は
れ
る
、
宇
宙
に
と
っ
て
は
ま
こ
と
に
公
的
な
出
会
を
見
下
ろ
し
て

　
　
み
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
章
）

　
こ
れ
ま
で
重
一
郎
と
羽
黒
と
が
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
こ
と
に
就
い
て
触
れ

て
き
た
が
、
そ
れ
は
飽
く
ま
で
重
一
郎
が
ゼ
ウ
ス
の
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
仮

定
し
て
の
事
で
あ
る
。
抑
々
、
伊
余
子
の
背
負
う
木
星
に
纏
わ
る
神
、
ゼ
ウ
ス
の
性

格
こ
そ
が
一
家
の
家
長
た
る
重
一
郎
の
賦
与
せ
ら
る
べ
き
性
格
で
あ
っ
た
。
何
故
な
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ら
ば
、
ゼ
ウ
ス
こ
そ
が
「
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
族
の
長
」
で
あ
り
、
「
神
々
の
ま
た
人

間
た
ち
の
父
、
父
な
る
ゼ
ウ
ス
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
重
一
郎
の
故
郷

が
火
星
で
あ
る
と
云
う
事
は
、
以
下
の
事
を
示
唆
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
詰
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

重
一
郎
が
ア
レ
ー
ス
の
星
で
あ
る
火
星
を
背
負
わ
さ
れ
た
と
云
う
よ
り
も
寧
ろ
、
ゼ

ウ
ス
の
星
で
あ
る
木
星
を
纂
奪
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

註
一
　
こ
の
点
に
就
い
て
、
重
一
郎
と
羽
黒
と
の
論
争
を
ゼ
ウ
ス
と
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス
と
の
争

　
　
い
に
比
す
る
と
す
れ
ば
、
人
類
救
済
の
立
場
を
と
る
重
一
郎
は
プ
二
流
ー
テ
ウ
ス
の
性
格

　
　
を
有
し
、
羽
黒
が
ゼ
ウ
ス
に
相
当
す
る
事
と
な
る
。

五

　
掬
て
私
は
第
三
節
に
於
い
て
竹
宮
の
宇
宙
．
人
と
し
て
の
存
在
の
真
偽
に
就
．
い
て
触

れ
た
が
、
そ
の
問
題
は
、
竹
宮
の
み
な
ら
ず
、
重
一
郎
に
も
言
及
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

問
題
で
あ
る
。
否
、
大
杉
一
家
全
員
に
就
い
て
言
い
得
る
事
で
も
あ
る
。
重
一
郎
は

〈
語
り
手
〉
に
「
火
星
人
」
で
あ
る
と
度
々
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
最
終
章
に
至
っ
て

は
、
「
美
の
せ
み
だ
、
美
の
や
つ
が
孕
ま
し
た
ん
だ
」
と
「
父
性
愛
に
溢
れ
た
怒
り
」

の
言
葉
を
眩
き
、
病
床
で
は
娘
の
暁
子
の
手
に
「
衰
へ
た
熱
い
、
異
臭
を
発
す
る
人

間
の
背
中
」
の
感
触
を
与
え
る
。
だ
が
こ
の
点
を
指
し
て
重
一
郎
を
単
な
る
「
癌
患

者
」
と
し
て
扱
う
こ
と
を
、
私
は
好
ま
な
い
。
そ
れ
は
ア
プ
ロ
デ
ィ
ー
テ
ー
と
密
通

の
現
場
を
押
さ
え
ら
れ
、
他
の
神
々
の
面
前
で
恥
辱
を
受
け
る
ア
レ
ー
ス
を
捉
ま
え

．
て
、
「
野
暮
な
浮
気
男
」
と
評
す
る
に
等
し
い
。
而
し
て
一
家
の
他
の
構
成
員
も
ま
た
、

同
様
で
あ
る
。
野
口
武
彦
を
し
て
「
病
人
と
妊
婦
と
敗
者
の
集
ま
り
」
と
言
わ
し
め

た
よ
う
に
、
ま
た
、
三
島
自
身
が
「
人
間
の
絶
望
の
果
て
の
果
て
」
（
註
一
）
と
洩
ら
し

た
如
く
、
大
杉
一
家
の
各
人
が
人
間
的
不
幸
の
只
中
へ
身
を
置
く
こ
と
に
な
る
。
だ

が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
彼
ら
が
人
間
的
不
幸
へ
身
を
置
く
事
に
も
ま
し
て
、
各

人
が
各
々
自
ら
の
「
聖
性
」
の
有
無
に
就
い
て
の
懐
疑
に
ま
で
思
い
到
ら
せ
ら
れ
る

と
い
う
事
で
あ
る
。
暁
子
は
同
郷
の
金
星
人
と
し
て
「
感
応
」
し
た
竹
宮
が
地
球
人

で
あ
っ
た
と
思
い
、
一
雄
は
「
伝
令
使
」
と
し
て
の
役
を
逐
わ
れ
て
人
間
の
「
支
配
」

に
対
す
る
諦
念
を
持
ち
、
全
て
を
把
持
し
て
い
る
と
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
伊
余
子

は
そ
の
「
挙
り
を
傷
つ
け
」
ら
れ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
抱
く
不
安
を
総
括
す
る
か
の

如
く
、
重
一
郎
は
次
の
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
彼
は
漠
然
と
、
人
間
と
は
そ
ん
な
風
に
す
る
も
の
だ
と
考
へ
て
る
た
が
、
こ
ん

　
　
な
即
興
的
な
型
性
が
生
れ
る
媒
ち
は
、
あ
る
ひ
は
暁
子
が
あ
れ
ほ
ど
力
強
く
語

　
　
つ
た
や
う
に
、
人
間
存
在
の
「
嘘
つ
き
の
微
風
」
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
十
章
）

　
〈
語
り
〉
は
彼
ら
が
宇
宙
人
で
あ
る
と
も
人
間
で
あ
る
と
も
結
論
を
出
さ
ぬ
ま
ま
、

謂
わ
ば
そ
の
懸
隔
を
彷
径
す
る
地
点
に
於
い
て
語
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
此
処
に
至

っ
て
彼
ら
自
身
の
意
識
は
、
彼
ら
自
身
が
「
人
間
存
在
」
で
あ
る
事
を
認
識
し
、
「
聖

性
」
を
有
さ
ぬ
者
と
し
て
そ
れ
を
「
夢
み
」
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
状
況
の
下
、
重
一
郎
は
天
か
ら
の
声
を
聴
き
、
大
杉
一
家
は
一
家
揃
っ
て

再
び
円
盤
観
察
へ
出
か
け
る
。
そ
れ
は
当
初
円
盤
観
測
の
為
に
一
家
が
赴
い
て
い
た

羅
漢
山
で
は
な
い
。
東
生
田
の
二
段
高
い
平
坦
な
丘
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
に
ア

レ
ー
ス
が
血
族
殺
し
の
罪
で
裁
か
れ
た
と
い
う
「
ア
レ
ー
ス
の
丘
」
に
他
な
ら
な
い
。

而
し
て
そ
の
丘
で
彼
ら
は
以
下
の
光
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
円
丘
の
叢
林
に
身
を
隠
し
、
や
や
斜
め
に
着
陸
し
て
み
る
銀
灰
色
の
円
盤
が
、

　
　
息
づ
く
や
う
に
、
言
い
う
に
、
又
あ
ざ
や
か
な
習
い
う
に
、
か
は
る
が
は
る
そ

　
　
の
下
辺
の
光
り
の
色
を
変
へ
て
る
る
の
が
眺
め
ら
れ
た
。
　
　
（
第
十
章
）

　
こ
の
円
盤
目
撃
が
、
彼
ら
に
下
さ
れ
た
裁
き
と
し
て
有
す
る
意
味
は
自
ず
と
明
ら

か
で
あ
る
。

　
抑
々
、
「
聖
性
」
は
重
一
郎
の
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
が
、
重
一
郎
は
〈
見
神
体
験
〉

と
も
云
う
べ
き
円
盤
体
験
を
し
、
そ
の
折
に
「
至
福
の
感
じ
」
を
受
け
る
。
そ
れ
は
、

「
こ
の
や
う
な
世
界
を
わ
が
目
で
見
て
を
り
、
そ
の
の
ち
そ
れ
を
失
っ
た
」
と
云
う

〈
郷
愁
〉
と
も
名
付
く
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
〈
郷
愁
〉
は
、
重
一
郎
の

場
合
、
「
火
星
」
へ
と
収
醒
す
る
。
そ
の
思
い
は
重
一
郎
に
限
ら
ず
、
家
族
全
員
が
同

様
な
の
で
あ
る
が
（
註
二
）
、
還
元
す
れ
ば
彼
ら
に
は
、
円
盤
の
目
撃
体
験
が
自
ら
の
「
聖

性
」
を
明
証
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
此
処
で
話
を
結
末
部
へ
戻
す
と
す
れ
ば
、
彼

ら
は
最
終
部
に
至
っ
て
自
ら
の
「
聖
性
」
を
確
認
し
た
と
い
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
審
判
に
於
い
て
彼
ら
は
、
「
聖
性
」
を
有
す
る
者
と
し
て
再
認
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

　
だ
が
こ
れ
ま
で
の
考
察
は
、
飽
く
迄
作
品
内
世
界
の
階
層
の
事
象
を
論
理
的
に
意

味
付
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
此
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
神
々
と
大

杉
一
家
各
人
と
の
性
質
的
一
致
に
対
し
て
、
重
一
郎
と
ア
レ
ー
ス
と
の
性
質
的
一
致

の
希
薄
さ
や
、
大
杉
一
家
に
対
す
る
〈
語
り
〉
の
揺
ら
ぎ
や
、
又
大
杉
一
家
各
人
の

自
身
の
「
聖
性
」
に
対
す
る
疑
念
は
、
同
じ
一
つ
根
か
ら
発
し
て
い
る
。
そ
れ
は
詰
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り
、
彼
ら
が
「
人
間
」
で
も
あ
り
、
〈
宇
宙
人
脛
神
〉
で
も
あ
る
と
い
う
事
な
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
呉
が
前
掲
書
に
於
い
て
「
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
人
々
が
（
稿
者
註
H
天
界

の
統
治
体
制
を
）
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
つ
い
た
の
は
、
そ
の
頃
の
ギ
リ
シ
ア
各
部

族
の
社
会
機
構
を
神
界
に
移
し
、
理
念
に
お
い
て
こ
れ
を
支
え
運
営
し
て
い
っ
た
精

神
的
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
天
上
に
再
構
成
し
た
に
す
ぎ
な
い
」
（
二
五
頁
）
と
言

っ
た
事
と
同
程
度
に
於
い
て
で
あ
る
。
た
だ
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
於
け
る
神
々
の
場
合

は
、
そ
の
形
容
と
し
て
「
不
死
の
」
と
い
う
語
が
冠
せ
ら
れ
る
が
如
く
、
彼
ら
は
超

自
然
的
な
力
を
賦
与
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
杉
一
家
の
各
人
は
、
従
来
の

論
に
於
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
超
自
然
的
な
力
を
全
く
剥
ぎ
取

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
作
品
内
世
界
に
於
い
て
も
、
第
三
者
か
ら
認
め
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
部
分
で
あ
る
、
円
盤
目
撃
や
同
類
の
宇
宙
人
を
見
分
け
る
能
力
と

い
っ
た
部
分
に
於
い
て
し
か
、
そ
の
超
自
然
的
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
。
そ
れ
は
近

代
科
学
と
合
理
主
義
と
に
於
い
て
の
み
意
味
付
け
ら
れ
得
る
現
代
で
の
く
神
〉
の
存

在
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。
大
杉
一
家
は
結
末
部
に
於
い
て
．
円
盤
に
よ
っ
て
救
済

さ
れ
る
か
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
救
済
で
あ
ろ
う
か
。
人
生
の
敗
者
と
し
て
し
か
意

味
付
け
ら
れ
な
い
彼
ら
は
、
か
つ
て
統
治
し
て
い
た
筈
の
人
間
の
手
に
よ
り
逐
わ
れ
、

遁
走
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
正
に
、
（
神
〉
が
く
神
〉
と
し
て
存
在
し
得
ぬ

こ
と
の
悲
劇
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
金
星
へ
の
有
人
飛
行
が
成
功
し
、
「
他
の
天
体
に

人
間
は
い
る
か
」
〔
註
三
〉
と
「
宇
宙
人
」
の
存
在
に
就
い
て
大
真
面
目
な
議
論
が
為
さ

れ
る
中
、
乃
至
は
、
「
聖
性
」
と
い
う
も
の
が
完
全
．
に
排
除
さ
れ
「
神
」
の
存
在
す
る

余
地
を
有
さ
ぬ
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
本
作
は
二
重
の
意
味
で
〈
皮
肉
の
神
話
〉
と

し
て
あ
る
。
そ
し
て
、
重
一
郎
の
論
理
を
様
々
な
理
論
を
用
い
て
共
通
理
解
の
下
に

曳
き
出
さ
ん
と
し
た
論
が
出
た
こ
と
も
亦
、
皮
肉
な
事
で
あ
っ
た
。
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註
一
　
三
島
由
紀
夫
「
「
空
飛
ぶ
円
盤
」
の
観
測
に
失
敗
し
て
1
私
の
本
「
美
し
い
星
」
」
。
初

　
出
・
発
表
年
月
に
就
い
て
は
、
第
一
節
の
註
一
参
照
。

註
二
　
本
作
第
七
章
に
は
、
「
円
盤
を
目
に
し
た
と
き
の
至
福
の
感
じ
、
（
中
略
）
そ
こ
ま
で
は

　
大
杉
家
の
人
た
ち
は
み
な
同
じ
で
あ
っ
た
。
」
と
あ
る
。

．
註
三
　
　
「
他
の
天
体
に
人
間
は
い
る
か
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
三
六
・
二
・
一
一
～
一
四
。
四
回

　
　
連
載
。
）


